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及ぼす影響を realtime	PCR 法にて解析したところ，Odz3をノックダウンしたATDC5では N－CAM
の遺伝子発現を有意に抑制した。これらの研究成果より，Odz3は軟骨細胞分化において間葉系細胞
の増殖，遊走および凝集に関わる事が示唆された。Odz3はアクチンと結合するCAP/ponsin と結合
することが知られており，細胞骨格制御に関わる経路を介して軟骨細胞分化に関わる事が考えられ
た。これまでOdz ファミリーの中でOdz1が線虫では細胞遊走を介して器官発生することが報告され
ている。またOdz3，４がゼブラフィッシュおよびマウスの肢芽特異的に発現することから軟骨形成
に関与することが報告されているが，一方Odz4は軟骨細胞分化を抑制的に制御する事が報告された。
これらの報告に対し，本研究では，Odz3が軟骨細胞分化制御に関わることを初めて明らかにした。
よって本論文は，軟骨発生のみならず矯正学分野における顎骨の成長過程の解明にも有用な知見を
提供する事が期待され，博士（歯学）に相応しい内容と判断する。
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